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(Ⅰ) 

地
震
及
び
火
山
噴
火
の
予
知
と
根
絶
の
重
要
性 

地
震
と
火
山
噴
火
の
予
知
、
根
絶
の
解
決
は
、
人
類
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
地
震
国
に
住

む
日
本
人
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。 

有
史
以
来
人
類
は
、
大
地
震
に
よ
っ
て
途
方
も
な
い
大
き
な
試
練
を
与
え
ら
れ
、
耐
え
て
も

来
た
が
、
ま
だ
そ
の
予
知
に
対
し
て
す
ら
糸
口
さ
え
見
出
せ
ず
、
事
前
に
何
ら
の
手
を
打
つ

術
も
な
く
、
毎
日
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
つ
ね
に
そ
の
対
策
に
莫
大
な
費
用
と
労
力
を

費
や
し
、
ひ
と
た
び
発
生
す
れ
ば
、
人
々
は
耐
え
が
た
き
極
限
の
苦
し
み
に
あ
え
ぎ
国
の
命

運
を
も
左
右
さ
れ
か
ね
な
い
事
態
に
な
る
の
で
あ
る
。 

地
震
災
害
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
い
て
、
最
近
に
な
っ
て
も
予
知
は
百
年
先
、
二
百
年
先
と
い
う

の
も
あ
れ
ば
、
不
可
能
に
近
い
と
い
う
向
き
す
ら
も
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
永
遠
に
地

震
・
火
山
噴
火
の
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
続
け
、
国
家
の
存
亡
に
か
か
わ
る
こ
と
を
、
解
明
出
来

な
い
で
は
済
ま
し
て
お
れ
な
い
の
で
あ
る
、
し
か
し
こ
れ
ら
を
解
決
す
れ
ば
人
的
、
物
的
に

未
来
永
劫
無
限
の
貢
献
を
果
た
し
人
々
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
地
震
及
火
山
問
題
を
在
来
の
視
点
を
変
え
、
し
な
や
か
に
科
学
思
考
の
分
水
嶺
を
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越
え
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
探
り
、
必
ず
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
解
決
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
火
山
と
地
震
は
お
互
い
基
本
的
に
深
い
関
係
に
あ
る
と

い
わ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
火
山
は
噴
火
・
マ
グ
マ
流
出
、
マ
グ
マ
の
性
質
、
放
出
火
山
ガ
ス

や
水
蒸
気
、
及
び
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
な
ど
と
い
う
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
の
存

在
な
ど
目
に
見
え
既
知
の
こ
と
が
多
く
、
反
対
に
地
震
は
大
地
が
震
動
す
る
こ
と
だ
け
は
わ

か
っ
て
い
る
が
、
あ
と
は
未
知
の
こ
と
が
多
く
、
目
に
は
見
え
な
い
。 

こ
の
既
知
が
多
い
火
山
と
深
い
関
係
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
未
知
の
多
い
地
震
の
連
立
方
程

式
を
解
く
こ
と
に
よ
り
、
既
知
を
利
用
し
て
火
山
と
地
震
の
問
題
を
考
察
し
、
直
下
型
地
震

の
大
半
の
原
因
は
火
山
で
は
な
い
が
、
火
山
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

震
も
解
明
出
来
る
の
で
あ
る
。 

自
然
界
で
起
こ
っ
た
こ
と
は
自
然
界
の
中
に
す
べ
て
答
え
が
あ
る
の
で
あ
る
。 
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(Ⅱ) 

火
山
噴
火 

１ 
在
来
の
火
山
噴
火
発
生
の
通
説 

火
山
噴
火
の
原
因
は
、
地
球
内
部
か
ら
上
昇
し
て
来
た
（
マ
グ
マ
）
が
地
殻
に
近
い
地
表
か

ら
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
の
マ
ン
ト
ル
内
の 

（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り 

と
い
う
地
中
内

空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
に
た
ま
っ
た
（
マ
グ
マ
）
が
急
速
に
放
出
さ
れ
る
現
象
で
あ
り
、

放
出
さ
れ
る
物
質
は 

(１) 

九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
水
蒸
気
と
二
酸
化
炭
素
、
塩
化
水
素
、
二
酸
化
硫
黄
、

硫
化
水
素
な
ど
の
火
山
（
気
体
）
ガ
ス
と 

(２) 

溶
岩
の
よ
う
な
液
体
と 

(３) 

火
山
岩
塊
や
火
山
礫
、
火
山
灰
の
よ
う
な
固
体
と
し
て
地
表
に
噴
出
さ
れ
る
と
さ
れ

る
。 

２ 

右
記
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト 

(１) 

地
球
内
部
か
ら
上
昇
し
て
来
た
（
マ
グ
マ
）
が
溜
ま
る 

地
表
か
ら
数
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
位
の
地
中
に
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り 

と
い
わ
れ
る
空
間
即
ち
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
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ホ
ー
ル
）
が
あ
る
。 

(２) 

火
山
噴
火
の
際
に
噴
出
さ
れ
る
火
山
ガ
ス
な
ど
と
共
に
放
出
さ
れ
る
摂
氏
千
数
百
度

以
上
の
液
状
と
な
っ
た
流
紋
岩
（
マ
グ
マ
）
や
玄
武
岩
（
マ
グ
マ
）
な
ど
が
地
表
に
噴

き
出
し
た
ば
か
り
の
温
度
は
千
二
百
度
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
溶
岩
、
岩
し
ょ
う
、
と

も
い
わ
れ
る
熱
い
ど
ろ
ど
ろ
の
流
動
体
は
三
十
億
ト
ン
以
上
（
一
九
一
四
年
桜
島
の
噴

火
）
に
上
る
も
の
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
（
マ
グ
マ
＝
溶
岩
）
が
、
地
球
内
部

外
核
の
熱
（
摂
氏
五
千
度
の
主
に
鉄
の
溶
け
た
液
体
と
い
わ
れ
て
い
る
）
な
ど
に
溶
か

さ
れ
た
マ
ン
ト
ル
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
地
表
ま
で
の
二
千
九
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
付
図

Ⅰ
参
照
）
の
距
離
を
固
体
の
岩
石
で
出
来
て
い
る
と
い
う
マ
ン
ト
ル
の
隙
間
な
ど
か
ら

地
球
の
重
力
に
抗
し
て
三
十
億
ト
ン
、
二
十
億
立
方
メ
ー
ト
ル
、
体
積
は
東
京
ド
ー
ム

一
六
一
〇
杯
分
以
上
の
マ
グ
マ
が
千
二
百
度
の
超
高
温
度
を
維
持
し
て
一
気
に
到
達
し

同
時
に
固
い
岩
盤
の
マ
ン
ト
ル
を
短
時
間
で
押
し
広
げ
二
十
億
立
方
メ
ー
ト
ル
の
地
中

内
空
間
を
作
り
広
大
な
マ
グ
マ
だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）
を
作
っ
た
と
い
う
全
く
壮
大

な
ス
ケ
ー
ル
の
構
想
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
対
す
る
予
知
な
ど
も
困
難
で
不
可
能
に
近

い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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そ
こ
で 

(３) 

火
山
の
噴
火
に
は
高
温
の
一
定
の
ま
と
ま
っ
た
量
の
（
マ
グ
マ
）
（
溶
岩
）
を
必
要

と
す
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
先
ず
、 

① 
一
定
の
大
き
さ
の
地
表
か
ら
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
～
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
深
さ
に
（
マ

グ
マ
）
だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）
が
存
在
す
る
。 

②
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）
に
地
球
内
部
か
ら
少
し
ず
つ
（
マ
グ
マ
）
が

来
て
溜
ま
っ
て
い
た
の
で
は
、
火
山
が
噴
火
に
必
要
な
量
が
た
ま
っ
た
頃
に
は
先
に

来
た
（
マ
グ
マ
）
は
徐
々
に
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
の
周
囲
の
マ
ン
ト
ル
に
温
度
を
下

げ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
あ
り
、
（
現
在
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
調
査
で

は
地
表
四
千
四
百
二
十
一
メ
ー
ト
ル
で
の
マ
ン
ト
ル
の
温
度
は
二
百
五
十
度
位
と
い

わ
れ
る
）
火
山
爆
発
噴
火
に
は
（
マ
グ
マ
）
全
体
が
千
二
百
度
以
上
の
高
温
で
あ
る

必
要
が
あ
る
。 

③ 

火
山
噴
火
の
（
マ
グ
マ
）
が
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）
を
経
ず
に
地

球
内
部
か
ら
上
昇
し
て
来
て
ダ
イ
レ
ク
ト
噴
火
し
た
も
の
な
ら
ば
、
三
十
億
ト
ン
の

二
十
億
立
方
メ
ー
ト
ル
、
体
積
は
東
京
ド
ー
ム
一
六
一
〇
杯
分
以
上
の
千
二
百
度
以
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上
の
超
高
温
の
も
の
が
地
球
の
重
力
に
抗
し
て
、
固
体
の
岩
石
で
出
来
て
い
る
と
い

う
マ
ン
ト
ル
の
岩
盤
を
押
し
広
げ
つ
つ
一
塊
が
一
気
に
上
昇
し
て
来
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
物
理
的
理
由
な
ど
か
ら
し
て
も
容
易
で
は
な
く
不
可
能
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。 

④ 
火
山
噴
火
の
（
マ
グ
マ
）
が
、
地
球
の
体
積
の
八
十
二
％
を
占
め
る
マ
ン
ト
ル
か

ら
で
あ
る
な
ら
ば
、
同
じ
地
球
の
体
積
の
十
六
％
を
占
め
る
高
温
の
液
体
で
出
来
て

い
る
と
い
わ
れ
る
核
部
分
と
合
わ
せ
る
と
、
地
球
の
体
積
の
九
十
八
％
が
、
高
温
で

ど
ろ
ど
ろ
の
流
動
体
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
外
殻
部
だ
け
が
硬
い
生
卵
の
よ
う
な
地

球
が
、
何
十
億
年
も
、
赤
道
で
秒
速
四
百
七
十
三
メ
ー
ト
ル
で
自
転
し
秒
速
二
十

九
・
七
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
公
転
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
極
め
て
不
安
定
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
も
マ
ン
ト
ル
が
硬
い
岩
石
か
ら
出
来
て
い
る
（
付
図
Ⅰ
、
Ⅲ
）
と
い

う
こ
と
が
裏
づ
け
さ
れ
る
。 
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付
図(

Ⅰ)
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３ 

火
山
噴
火
、
予
知
及
び
根
絶
す
る
た
め
の
探
究 

(１) 

基
本
的
設
定
条
件
（
探
究
の
基
礎
） 

① 
火
山
の
噴
火
に
は
も
と
も
と
地
球
内
部
に
一
定
の
大
き
さ
の
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
（
地

中
内
空
洞
）
が
必
要
な
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り 

と
な
る
た
め
の
大
、
中
、
小
の
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
が
地
表
よ
り
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
～
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位
の
と
こ
ろ
に
、
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
大
、
中
、
小
の
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
の
生
成
の
原
因
に
は
い
ろ
い
ろ

な
理
由
が
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち 

(ａ) 

地
球
創
生
時
の
約
四
十
六
億
年
前
、
原
始
太
陽
系
星
雲
の
回
転
か
ら
始
ま
っ
て
、

や
が
て
飛
び
散
っ
た
数
千
個
の
微
惑
星
が
集
ま
り
原
始
地
球
と
な
り
、
次
第
に
周
囲

の
岩
石
や
鉄
を
重
力
で
引
き
つ
け
て
合
体
し
、
そ
の
と
き
の
熱
で
温
度
が
上
昇
し
、

や
が
て
地
球
が
出
来
、
次
第
に
冷
え
て
収
縮
し
そ
し
て
地
中
内
に
無
数
の
大
、
中
、

小
の
空
間
（
地
中
内
空
洞
）
を
生
じ
さ
せ
た
。 

(ｂ) 

か
つ
て
の
地
球
創
生
時
に
岩
石
な
ど
と
共
に
一
緒
に
封
入
さ
れ
て
い
た
ガ
ス
や
石

油
な
ど
の
気
体
や
液
体
な
ど
が
抜
け
た
跡
が
地
中
内
空
洞
と
な
っ
た
。 
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(ｃ) 

地
球
創
生
時
か
ら
の
年
月
の
経
過
と
共
に
地
球
の
自
転
や
公
転
な
ど
の
動
き
も
あ

っ
て
風
化
し
た
内
部
が
収
縮
し
、
地
中
内
空
洞
が
出
来
た
。 

な
ど
そ
の
成
因
に
は
い
ろ
い
ろ
の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
が 

火
山
噴
火
に
は
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り 

と
な
る
一
定
規
模
以
上
の
通
常
水
を
通
さ
な

い
泥
岩
層
下
な
ど
の
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
が
必
要
で
あ
り
火
山
噴
火
が

現
実
に
発
生
し
て
い
る
し
、
又
、
陥
没
な
ど
に
よ
る
直
下
型
地
震
も
お
き
て
お
り
、

地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
が
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

② 

火
山
噴
火
に
必
要
な
一
定
の
大
量
の
（
マ
グ
マ
）
は
地
球
内
部
か
ら
上
昇
し
て
来
た
も

の
で
は
な
く
、
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り 

と
な
っ
た
地
中
内
空
洞
内
（
地
中
内
ホ
ー
ル
内
）

で
現
場
発
生
し
た
。 

③ 

以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
、
こ
の
地
中
内
空
洞
に
地
中
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
た
可
燃
物
質

（
天
然
ガ
ス
な
ど
）
が
通
じ
充
満
し
そ
こ
に
又
空
気
（
酸
素
）
な
ど
が
通
じ
た
。 

④ 

そ
し
て
、
こ
の
可
燃
性
物
質
（
天
然
ガ
ス
等
）
が
空
気
（
酸
素
）
な
ど
と
混
合
し
て
発

火
炎
上
し
た
。 

⑤ 

そ
の
結
果
、
こ
の
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
内
が
製
鉄
所
の
溶
鉱
炉
内
の
よ
う
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に
超
高
温
に
な
っ
た
。 

⑥ 

か
く
し
て
超
高
温
に
な
っ
て
発
火
し
た
高
温
ガ
ス
が
地
中
内
空
洞
内
（
地
中
内
ホ
ー
ル

内
）
の
周
囲
の
マ
ン
ト
ル
や
地
殻
の
岩
石
を
溶
解
し
一
気
に
（
マ
グ
マ=

溶
岩
）
化
し
た｡

 

⑦ 

こ
の
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
の
超
高
温
の
マ
グ
マ
に
地
下
水
な
ど
の
水
が
加

わ
り
、
接
触
し
て
、
水
が
一
瞬
の
う
ち
に
気
化
し
、
膨
張
し
て
水
蒸
気
爆
発
を
起
し
、

火
山
が
噴
火
し
、
莫
大
な
（
マ
グ
マ
＝
溶
岩
）
と
共
に
火
山
ガ
ス
な
ど
を
噴
出
し
た
。 

こ
れ
ら
は
何
れ
も
、
現
実
に
火
山
の
噴
火
が
あ
り
、
火
山
の
噴
火
に
は
一
定
の
大
き
さ

の
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
、
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
裏
付
け
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
原
因
を
特
定
す
る
こ
と
に
よ
り
火
山
の
噴
火
及
び
根
絶
は
左
記
の
よ

う
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

(２) 

火
山
噴
火
の
根
絶 

（
付
図
Ⅱ
） 

先
ず
活
火
山
、
休
火
山
他
の 

マ
グ
マ
だ
ま
り 

と
な
っ
て
い
る
地
中
内
空
洞
（
地

中
内
ホ
ー
ル
）
の
位
置
を
特
定
す
る
。 

位
置
特
定
の
目
安
と
し
て
は 
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(ａ) 

活
火
山
の
火
口
直
下
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
～
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
付
近
。 

(ｂ) 

活
火
山
の
火
口
直
下
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
～
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
付
近
の
周
辺
で
マ
グ
マ

供
給
源
だ
ま
り
と
な
っ
て
い
る
（
地
中
内
空
洞
）
と
こ
ろ
。 

(ｃ) 
休
火
山
の
火
口
直
下
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
～
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
付
近
。 

(ｄ) 

休
火
山
の
火
口
直
下
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
～
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
付
近
の
周
辺
で
マ
グ
マ

供
給
源
だ
ま
り
と
な
っ
て
い
た
（
地
中
内
空
洞
）
と
こ
ろ
。 

(ｅ) 

火
山
帯
や
地
震
帯
の
地
下
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
～
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
中
付
近
。 

(ｆ) 

素
粒
子
な
ど
に
よ
る
地
球
や
火
山
透
視
科
学
技
術
の
進
歩
で
形
状
、
位
置
が
明
確
化

し
た
地
中
内
空
洞
。 

(ｇ) 

そ
の
他
火
山
発
生
危
険
地
帯
の
地
球
内
空
洞
。 

こ
れ
ら
の
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）
を
埋
め
、
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
の

内
部
を
固
形
化
し
活
火
山
の
活
動
を
根
絶
す
る
。
（
付
図
Ⅱ
） 

な
お
地
球
最
深
部
到
達
距
離
は
ロ
シ
ア
北
西
部
コ
ラ
半
島
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
約

十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 
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①  

活
火
山
の
根
絶 

 

地
中
に
穿
孔
し
た
竪
穴
に
設
置
し
た
各
測
定
器
よ
り
の
デ
ー
タ
ー
な
ど
よ
り
、
活
火

山
の
（
マ
グ
マ
）
の
位
置
を
特
定
し
活
火
山
の
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）

と
な
っ
て
い
る
付
近
の
周
辺
の
地
表
に
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
、
パ
イ
プ
を
差
込
み
、
こ
の

火
山
の
（
マ
グ
マ
）
に
火
力
を
供
給
し
（
供
給
す
る
で
あ
ろ
う
）
（
マ
グ
マ
）
の
熱
源

と
な
っ
て
い
る
（
で
あ
ろ
う
）
可
燃
性
物
質
（
天
然
ガ
ス
）
な
ど
を
抜
き
去
る
、 

次
に
、
そ
の
活
火
山
（
マ
グ
マ
）
の
熱
源
と
な
っ
て
い
る
天
然
ガ
ス
な
ど
の
通
路
に
地

下
水
等
と
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
の
混
合
液
を
注
入
し
、
地
中
に
固
定
さ
せ
、
可
燃

性
物
質
（
天
然
ガ
ス
）
な
ど
を
止
め
る
、
抜
い
た
天
然
ガ
ス
は
地
上
で
燃
料
に
使
用
す

る
。 

以
上
の
作
業
の
上
、
活
火
山
の
（
マ
グ
マ
）
及
び
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
の
沈
静
を
確
認

し
て
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）
に
直
接
ボ
ー
リ
ン
グ
し
、
パ
イ
プ
を
差
込

み
、
地
下
水
等
と
Ｃ
Ｏ
２
の
混
合
液
を
注
入
し
て
固
定
さ
せ
る
、 

Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
は
水
（
同
量
）
に
溶
け
や
す
く
、
地
下
水
に
溶
解
し
た
Ｃ

Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
は
、
岩
石
中
の
炭
酸
塩
類
や
ケ
イ
酸
塩
類
と
反
応
し
、
重
炭
酸
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イ
オ
ン
と
な
る
。
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
を
溶
解
し
た
地
下
水
が
中
和
さ
れ
、
中
性

近
く
な
る
と
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
に
な
り
、
地
下
に
固
定
さ
れ
る
。 

②  
休
火
山
の
根
絶 

 

休
火
山
の
、
所
在
を
確
認
し
た
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
に
直
接
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
、
パ

イ
プ
を
差
込
み
、
土
砂
又
は
地
下
水
等
と
Ｃ
Ｏ
２
の
混
合
液
を
注
入
し
（
マ
グ
マ
）
だ

ま
り
を
埋
め
、
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）
の
内
部
を
固
型
化
し
、
休
火
山

を
根
絶
す
る
。
（
付
図
Ⅱ
） 

(３) 

火
山
噴
火
の
予
知 

① 

活
火
山
噴
火
の
予
知 

 

活
火
山
の
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
周
辺
に
パ
イ
プ
を
入
れ
、
（
マ
グ
マ
）
及
び
（
マ
グ

マ
）
だ
ま
り
の
状
況
を
遠
隔
操
作
カ
メ
ラ
か
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
て
そ
れ
ら
の
動
き
を

探
り
、
火
山
の
噴
火
を
予
知
す
る
。 

③  

火
山
噴
火
の
予
防 

 

火
山
の
噴
火
口
直
上
位
置
よ
り
所
定
の
距
離
の
離
れ
た
場
所
の
地
中
内
部
へ
所
定
の

断
面
で
所
定
の
深
さ
ま
で
の
竪
穴
を
地
球
中
心
に
向
か
っ
て
垂
直
に
穿
孔
し
、
更
に
そ
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の
最
下
部
よ
り
水
平
に
火
山
の
火
口
真
下
あ
た
り
ま
で
穿
孔
さ
き
を
伸
ば
し
（
シ
エ
ー

ル
ガ
ス
・
オ
イ
ル
採
取
方
式
）
そ
の
最
先
端
に
接
続
す
る
地
盤
か
ら
の
（
マ
グ
マ
）
だ

ま
り
で
の
マ
グ
マ
や
可
燃
ガ
ス
や
地
下
水
な
ど
の
測
定
器
を
設
置
し
、
そ
れ
ら
か
ら
得

ら
れ
た
複
数
の
穿
孔
部
か
ら
の
全
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
火
山
噴
火
の
時
期
・
規
模
等
を

知
り
、
確
実
な
火
山
噴
火
の
予
防
を
行
う
。 

④  

休
火
山
等
の
調
査 

 

休
火
山
な
ど
の
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）
内
に
パ
イ
プ
を
差
込
み
、
空

洞
内
な
ど
の
状
況
を
遠
隔
操
作
カ
メ
ラ
か
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
て
そ
れ
ら
の
状
況
の
詳
細
を

調
査
す
る
。 
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付
図(

Ⅱ)
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(Ⅲ) 

地
震 

１ 
在
来
の
地
震
発
生
の
通
説 

 

我
々
の
住
む
地
球
は
、
半
径
約
六
千
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
そ
の
内
部
は
（
付
図
Ⅰ
）

外
側
か
ら
地
殻
、
マ
ン
ト
ル
、
外
核
、
内
核
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
層
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

地
殻
及
び
マ
ン
ト
ル
は
地
震
波
の
Ｐ
波
、
Ｓ
波
も
通
る
の
で
、
固
体
即
ち
岩
盤
で
出
来
て

い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
（
付
図
Ⅲ
）
、
核
は
地
震
波
の
Ｓ
波
が
通
ら
な
い
鉄
と
少
量
の
ニ

ッ
ケ
ル
な
ど
の
混
じ
っ
た
摂
氏
約
五
千
度
と
い
わ
れ
る
ド
ロ
ド
ロ
の
液
体
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
固
体
の
岩
石
で
出
来
て
い
る
と
い
う
厚
さ
二
千
九
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
マ
ン
ト
ル
層
が
、
地
球
内
部
底
の
熱
に
熱
せ
ら
れ
、
長
い
年
月
を
か
け
て
対
流
を
お
こ

し
地
表
に
向
か
っ
て
上
昇
し
、
地
殻
に
接
し
て
い
る
厚
さ
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
～
百
五
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
長
さ
や
巾
が
一
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
な
る
太
平
洋
も
全
部
乗
っ

て
い
る
と
い
う
プ
レ
ー
ト
を
水
平
に
移
動
さ
せ
、
こ
の
プ
レ
ー
ト
が
地
底
深
く
で
沈
み
込

ん
だ
り
、
当
た
っ
て
く
だ
け
た
り
し
て
地
表
に
地
震
を
起
こ
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 
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２ 

右
記
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト 

 

以
上
は
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
話
で
あ
り
、
勿
論
こ
の
現
場
を
誰
も
見
る
こ
と
も

出
来
な
い
し
、
又
見
た
人
も
い
な
い
わ
け
で
、
今
後
も
ま
た
未
来
に
亘
っ
て
永
久
に
見
る

こ
と
も
で
き
な
い
で
し
ょ
う
が
、
大
き
な
釜
に
岩
石
を
つ
め
こ
み
高
温
で
下
か
ら
熱
す
る

と
ゆ
る
や
か
に
岩
石
の
ま
ま
で
対
流
を
お
こ
す
の
か
と
錯
覚
す
る
が
、
構
想
が
地
球
規
模

的
で
あ
ま
り
に
壮
大
す
ぎ
て
、
そ
れ
ら
の
動
き
を
正
確
に
予
測
予
知
す
る
こ
と
は
至
難
な

こ
と
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
し
か
し
、
確
実
な
予
知
な
く
し
て
地
震
の
災

害
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
す
。 

 

現
実
の
直
下
型
地
震
動
は
、
ガ
タ
ガ
タ
ッ
と
地
震
動
で
揺
れ
始
め
て
か
ら
、
振
動
の
継

続
時
間
は
、
Ｍ
６
の
地
震
で
一
〇
秒
以
下
、
Ｍ
７
の
地
震
で
一
五
秒
前
後
、
Ｍ
８
の
地
震

で
四
〇
秒
位
と
い
わ
れ
、
一
九
九
五
年
一
月
の
神
戸
を
は
じ
め
兵
庫
県
南
部
を
襲
っ
た
阪

神
大
震
災
も
最
初
の
一
五
秒
間
の
揺
れ
で
壊
滅
的
打
撃
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
お
り
多
く

の
場
合
揺
れ
始
め
て
か
ら
最
初
の
一
分
間
が
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
、
に
ぶ

い
長
期
的
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
動
き
の
、
プ
レ
ー
ト
な
ど
か
ら
の
超
強
大
な
地
球
規
模
的
パ

ワ
ー
で
お
こ
る
の
と
同
震
動
種
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
地
中
内
の
岩
盤
崩
壊
に
伴
う
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物
体
落
下
時
の
短
期
的
衝
撃
時
の
震
動
に
似
合
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
な
ど
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
予
知
、
根
絶
に
つ
な
が
る
構
想
が
な

に
よ
り
も
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
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３ 

直
下
型
地
震
発
生
の
予
知
及
び
根
絶
す
る
た
め
の
探
究 

(１) 

直
下
型
地
震
の
原
因 

① 
縦
ユ
レ
は
、
上
下
に
動
く
も
の
で
あ
り
、
大
地
を
下
か
ら
引
っ
張
る
力
が
あ
り
え
な

い
か
ら
前
述
の
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
が
崩
壊
し
地
球
重
力
で
落
下
し
、
そ

の
衝
撃
で
下
部
で
バ
ウ
ン
ド
し
て
そ
れ
が
く
り
か
え
さ
れ
て
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
現
象
を

伴
っ
た
上
下
動
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
直
下
型
地
震
の
震
源
地
及

び
そ
の
近
辺
で
の
地
震
動
で
あ
る
。 

 

こ
の
直
下
型
地
震
時
の
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
現
象
は
上
下
動
成
分
の
地
震
動
が
下
向
き
に

く
ら
べ
て
上
向
き
の
ほ
う
が
２
～
３
倍
大
き
く
ゆ
れ
る
片
揺
れ
す
る
こ
と
が
最
近
の
地

震
で
も
記
録
さ
れ
、
報
告
さ
れ
て
い
る
、
上
部
及
下
部
の
マ
ン
ト
ル
お
よ
び
地
殻
は
固

体
の
岩
石
で
あ
り
（
付
図
Ⅰ
、
Ⅲ
）
こ
れ
ら
は
塑
性
物
で
あ
る
か
ら
弾
力
性
は
殆
ん
ど

な
く
従
っ
て
は
ず
む
こ
と
も
き
わ
め
て
少
な
い
が
、
こ
の
マ
ン
ト
ル
や
地
殻
内
に
大
、

中
、
小
の
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
た
め
弾
力
性
を
持

つ
ス
ポ
ン
ジ
状
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
地
震
動
を
助
長
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

地
震
の
横
ユ
レ
は
前
後
或
い
は
左
右
に
往
復
で
短
時
間
に
押
さ
れ
た
り
引
っ
張
ら
れ
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た
り
し
な
け
れ
ば
起
こ
ら
な
い
筈
（
現
象
）
で
あ
り
、
た
と
え
超
巨
大
な
動
き
の
鈍
い

プ
レ
ー
ト
な
ど
の
力
で
、
水
平
に
一
方
的
に
押
さ
れ
て
も
水
平
に
平
行
移
動
す
る
だ
け

で
あ
っ
て
、
押
さ
れ
た
反
動
で
は
ね
か
え
ろ
う
と
し
て
も
、
一
方
的
に
押
し
て
く
る
プ

レ
ー
ト
に
さ
え
ぎ
ら
れ
動
け
な
い
し
、
ま
し
て
地
震
動
の
よ
う
な
短
時
間
で
左
右
（
前

後
）
に
何
度
も
繰
り
返
し
往
復
し
て
ゆ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

② 

現
実
に
地
震
動
は
、
縦
ユ
レ
（
上
下
動
）
の
後
に
横
ユ
レ
（
水
平
動
）
が
来
る
の
で

あ
っ
て
横
ユ
レ
の
後
に
縦
ユ
レ
は
な
い
、
即
ち
一
般
に
は
特
殊
な
場
合
を
除
い
て
は
縦

ユ
レ
の
後
に
横
ユ
レ
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
地
震
の
主
原
因
は
縦
ユ
レ
（
上
下
動
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
縦
ユ
レ

（
上
下
動
）
の
原
因
を
解
明
す
れ
ば
地
震
の
原
因
が
解
明
で
き
る
の
で
あ
る
。 

③ 

で
は
、
こ
の
縦
ユ
レ
か
ら
横
ユ
レ
に
移
る
過
程
を
考
察
し
て
み
る
と 

先
ず
地
中
内
に
あ
る
、
大
、
中
、
小
、
の
無
数
の
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
の
一
つ
乃

至
複
数
個
が
崩
壊
し
地
球
重
力
で
落
下
し
そ
の
衝
撃
で
関
連
の
大
地
が
上
下
動
し
て
縦

ユ
レ
の
地
震
を
お
こ
す
。 

 

日
本
で
は
人
間
に
感
じ
な
く
て
も
地
震
計
だ
け
が
感
じ
る
地
震
は
年
に
何
万
回
も
あ
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る
と
い
わ
れ
、
こ
の
回
数
は
一
日
平
均
二
百
回
以
上
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
内
の
大
半

に
は
、
中
小
の
地
中
内
空
洞
の
変
動
に
よ
る
結
果
が
多
く
関
係
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
（
付
図
Ⅳ
） 

⑤  
縦
ユ
レ
地
震
で
地
中
内
空
洞
内
の
崩
壊
に
よ
る
物
体
の
落
下
に
よ
っ
て
、
震
源
地
の

大
地
が
上
下
動
す
る
と
、
そ
れ
に
連
な
り
接
続
し
て
い
る
他
の
地
盤
（
地
表
）
が
震
源

地
の
上
下
動
に
よ
り
押
さ
れ
た
り
引
っ
張
ら
れ
た
り
し
て
左
右
（
前
後
）
に
振
動
す
る
、 

こ
れ
が
地
震
の
横
ユ
レ
で
あ
る
。 

 

人
間
の
皮
膚
を
地
表
に
例
え
る
と
、
手
の
甲
の
皮
膚
を
２
本
の
指
で
つ
ま
ん
で
真
上

に
引
っ
ぱ
る
と
皮
膚
は
上
に
上
が
り
、
放
す
と
元
に
戻
る
、
こ
の
上
下
す
る
皮
膚
が
地

震
動
の
地
表
の
上
下
動
（
縦
揺
れ
）
で
あ
る
、
此
の
時
引
っ
ぱ
ら
れ
て
上
方
に
上
が
っ

た
皮
膚
に
連
な
っ
て
い
る
こ
の
周
囲
の
皮
膚
（
地
表
）
は
上
が
っ
た
皮
膚
に
ひ
っ
ぱ
ら

れ
て
横
（
水
平
）
に
動
き
、
上
に
引
っ
張
っ
て
い
た
皮
膚
を
放
す
と
横
（
水
平
）
に
動

き
元
に
戻
る
、
こ
れ
が
地
震
の
水
平
動
（
横
揺
れ
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
現
象
が
繰
り
返
さ
れ
て
縦
揺
れ
横
揺
れ
の
地
震
動
と
な
る
の
で
あ
る
。 

⑤ 

こ
の
、
縦
ユ
レ
の
時
の
震
源
地
の
上
下
動
に
よ
り
、
周
囲
の
地
盤
（
地
表
）
が
押
さ
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れ
た
り
引
っ
ぱ
ら
れ
た
り
す
る
と
き
、
横
ユ
レ
す
る
地
盤
内
に
前
述
の
無
数
の
、
大
、

中
、
小
、
の
地
中
内
空
洞
が
あ
る
た
め
、
こ
の
地
中
内
空
洞
団
が
弾
力
性
の
あ
る
ス
ポ

ン
ジ
状
と
な
っ
て
い
る
た
め
遊
動
し
、
こ
れ
が
又
水
平
動
を
助
長
し
て
そ
れ
が
地
震
の

横
ユ
レ
と
な
る
の
で
あ
る
。 

 

結
局
、
直
下
型
地
震
で
な
い
の
に
地
震
の
ユ
レ
が
大
き
く
多
い
と
こ
ろ
は
こ
の
よ
う

な
地
中
内
空
洞
団
が
弾
力
性
の
あ
る
ス
ポ
ン
ジ
状
と
な
っ
て
い
る
地
盤
の
と
こ
ろ
で
あ

る
。 

⑥  

一
般
に
Ｐ
波
は
縦
波
と
し
て
主
と
し
て
、
上
下
方
向
に
、
Ｓ
波
は
横
波
と
し
て
主
と

し
て
水
平
方
向
に
地
面
を
振
動
さ
せ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
地
震
時
に
震
源
地
で
全

く
同
時
に
発
生
し
た
Ｐ
波
、
Ｓ
波
が
、
同
じ
場
所
で
全
く
同
時
に
縦
揺
れ
、
横
揺
れ
を

起
こ
す
と
い
う
こ
と
は
特
に
直
下
型
地
震
で
は
考
え
に
く
い
し
、
地
震
の
Ｐ
波
、
Ｓ
波

は
縦
揺
れ
、
横
揺
れ
の
関
係
で
は
な
く
、
走
る
速
さ
の
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

地
球
の
中
に
地
震
の
波
が
伝
わ
る
地
震
波
に
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
波
動

が
伝
わ
る
速
さ
が
違
う
Ｐ
波
、
Ｓ
波
と
表
面
波
と
い
う
の
が
あ
る
が
Ｓ
波
は
Ｐ
波
よ
り

３
～
４
割
遅
い
速
さ
で
走
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
結
局
Ｐ
波
が
着
い
て
か
ら
Ｓ
波
が
着 
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 く
こ
と
に
な
る
。 

 
こ
れ
は
雷
の
光
と
音
の
関
係
に
似
て
お
り
、
ピ
カ
ッ
と
光
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
バ

リ
バ
リ
と
音
が
す
る
の
と
同
じ
で
、
雷
の
場
合
は
光
が
音
よ
り
ず
っ
と
速
い
か
ら
、
光
が

着
い
て
か
ら
、
し
ば
ら
く
し
て
音
が
つ
く
の
で
あ
る
。
（
付
図
Ⅲ
） 

ち
な
み
に
、
Ｐ
波
は
英
語
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
＝
最
初
の
波
、
Ｓ
波
は
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
＝
２

番
目
の
波
の
頭
文
字
で
あ
る
。 
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付
図(

Ⅲ)
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(２) 

基
本
的
設
定
条
件
（
探
究
の
基
礎
） 

① 

も
と
も
と
地
球
内
部
に
火
山
用
の
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り 

と
な
る
よ
う
な
大
中
小
の

地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
等
が
存
在
す
る
。
こ
の
大
中
小
の
地
中
内
空
洞
（
地

中
内
ホ
ー
ル
）
等
生
成
の
原
因
は 

(Ⅱ)
・
３
・

(1)
・
①
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
以
前
火
山
と
な
っ

て
大
噴
火
を
起
こ
し
、
大
量
の
（
マ
グ
マ
）
を
放
出
し
た
も
の
や
、
過
去
に
地
震
を
何

回
も
起
こ
し
た
原
因
と
な
っ
た
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
等
も
多
数
存
在
し
て

い
る
。 

② 

こ
れ
ら
の
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
等
の
部
分
が
年
月
の
経
過
に
従
い
風
化

や
マ
ン
ト
ル
内
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
不
定
期
に
崩
壊
し
て
大
地
に
衝
撃
を
与
え
、
そ

の
都
度
大
中
小
の
直
下
型
地
震
を
起
こ
す
。 

③ 

地
上
に
表
れ
た
断
層
は
地
震
の
原
因
で
は
な
く
地
震
の
結
果
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
直
下
型
地
震
の
予
知
・
根
絶
を
行
う
た
め
の
設
定
を
す
る
。 

こ
れ
ら
は
何
れ
も
、
現
実
に
地
震
が
あ
り
地
震
で
揺
れ
る
大
地
の
揺
れ
方
か
ら
す
れ
ば
、

ド
ロ
ド
ロ
の
液
体
上
で
も
な
け
れ
ば
、
ガ
チ
ガ
チ
の
岩
盤
上
で
も
な
く
、
揺
れ
て
い
る
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大
地
自
体
が
大
中
小
の
地
中
内
空
洞
を
持
っ
た
弾
力
性
を
も
っ
た
も
の
が
ユ
レ
て
い
る
、

或
い
は
ユ
ス
ラ
レ
て
い
る
状
態
で
あ
る
事
実
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

４ 
直
下
型
地
震
の
予
知
及
び
根
絶
（
付
図
Ⅴ
・
Ⅵ
） 

(１) 

直
下
型
地
震
の
予
知
及
び
根
絶
へ
の
予
備
作
業 

先
ず
地
震
の
直
下
型
大
地
震
の
原
因
と
な
る
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
等
の
位
置

を
特
定
す
る
。 

位
置
の
目
安
と
し
て
は 

②  

過
去
の
陸
地
部
及
び
陸
地
に
近
い
海
中
な
ど
の
地
震
の
震
源
地
付
近
。 

② 

火
山
の
噴
火
口
の
下
部
の 

マ
グ
マ
だ
ま
り 

と
な
っ
た
深
さ
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
～

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位
の
付
近
。 

③ 

過
去
の
火
山
噴
火
口
の
下
部
の 
マ
グ
マ
だ
ま
り 

と
な
っ
た
深
さ
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
～
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
付
近
。 

④ 

地
下
十
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
深
部
や
太
平
洋
や
日
本
海
な
ど
の
遠
い
所
の
地
震

は
地
表
に
あ
ま
り
影
響
を
与
え
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
こ
れ
を
除
く
。 

⑤ 

自
然
の
地
震
や
人
工
地
震
な
ど
で
Ｐ
波
、
Ｓ
波
な
ど
に
よ
り
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
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ホ
ー
ル
）
等
が
特
定
で
き
た
所
。
（
付
図
Ⅲ
）
。 

⑥ 

地
表
に
断
層
が
あ
り
、
過
去
の
地
震
で
で
き
た
も
の
も
み
ら
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
の

真
下
付
近
。 

⑦ 
火
山
帯
や
地
震
帯
の
地
下
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
～
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
中
付
近
。 

⑧ 

地
表
の
陥
没
地
な
ど
の
所
の
地
下
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
～
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
中
付

近
。 

⑨ 

素
粒
子
な
ど
に
よ
る
地
球
や
火
山
透
視
科
学
技
術
の
進
歩
で
形
状
、
位
置
が
明
確
化

し
た
地
中
内
空
洞
（
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
） 

⑩ 

そ
の
他
地
震
発
生
危
険
地
域
内 
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付
図(

Ⅳ)
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(２) 

直
下
型
地
震
の
（
確
実
な
）
予
知 

① 

前
記

(１)
等
で
、
そ
の
場
所
を
確
認
し
た
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
等
内
に
ボ

ー
リ
ン
グ
し
て
、
パ
イ
プ
を
差
し
入
れ
、
地
中
内
空
洞
の
内
外
の
状
況
を
遠
隔
操
作
カ

メ
ラ
か
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
て
そ
の
動
き
な
ど
を
詳
細
に
調
査
し
、
そ
れ
ら
の
現

状
を
把
握
し
、
的
確
な
予
知
を
す
る
。 

② 

地
震
源
と
し
て
の
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
等
の
場
所
が
特
定
出
来
、
形
状

が
確
認
で
き
た
な
ら
ば
、
そ
の
真
上
に
当
る
と
こ
ろ
の
地
中
内
の
深
い
底
部
に
、
こ
の

真
下
の
地
下
の
地
中
内
空
洞
の
崩
壊
、
落
下
な
ど
の
微
細
な
変
化
の
音
な
ど
の
状
態
を

も
キ
ャ
ッ
チ
出
来
る
よ
う
に
高
感
度
の
地
中
音
測
定
器
を
配
備
し
、
微
細
な
地
底
音
を

と
ら
え
地
震
の
予
知
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
。
（
付
図
Ⅴ
） 

 

汽
車
の
近
づ
く
の
を
レ
ー
ル
に
耳
を
あ
て
、
伝
わ
っ
て
く
る
響
き
に
よ
り
、
よ
り
早

く
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
物
質
は
物
質
を
伝
わ
る
音
で
よ
り
早
く
確
実
に
変
化
を
伝

え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
、
言
い
伝
え
ら
れ
る
ナ
マ
ズ
の
地
震
予
知
能
力
も
、
下

腹
部
を
外
界
の
音
な
ど
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
な
い
水
底
に
ピ
タ
ッ
ト
密
着
さ
せ
て
い

る
の
で
、
地
中
の
変
化
の
音
を
よ
り
敏
感
に
素
早
く
感
知
す
る
の
で
な
い
か
と
考
え
ら
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れ
る
。 

③ 

陸
地
平
野
部
の
所
定
の
面
積
の
敷
地
内
の
地
中
内
に
各
一
本
の
割
合
で
所
定
の
断
面

で
所
定
の
深
さ
ま
で
の
竪
穴
を
地
球
中
心
に
向
か
っ
て
垂
直
に
穿
孔
し
、
そ
の
最
下
部

部
分
の
岩
盤
に
接
す
る
部
分
に
密
着
等
さ
せ
て
、
地
磁
気
や
地
電
流
の
変
化
や
接
続
す

る
岩
盤
の
動
き
や
そ
の
全
外
周
か
ら
の
近
く
や
遠
く
か
ら
の
、
地
震
の
原
因
で
あ
る
地

中
の
岩
盤
や
岩
層
が
壊
れ
始
め
破
壊
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
を
音
な
ど
の
強
弱
や
方
向
、

距
離
な
ど
の
観
測
測
定
計
器
、
地
震
計
、
地
磁
気
や
地
電
流
測
定
器
な
ど
を
設
置
し
、

そ
れ
ら
を
備
え
た
複
数
の
各
穿
孔
竪
穴
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
得
ら
れ
る
陸
の
地
中
内

部
や
及
び
近
海
底
下
地
中
内
部
よ
り
の
全
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
地
震
源
の
位
置
、
規
模
、

時
期
、
等
を
割
り
出
し
、
確
実
な
地
震
予
知
を
お
こ
な
う
。
（
付
図
Ⅴ
） 

 
 



31 

 

       

付
図(

Ⅴ)
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(３) 

直
下
型
地
震
の
根
絶 

 

前
記
で
そ
の
場
所
を
確
認
し
た
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
等
内
に
ボ
ー
リ
ン
グ

し
て
、
パ
イ
プ
を
差
し
入
れ
、
そ
の
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
内
に
土
砂
又
は
地

下
水
等
と
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
の
混
合
液
を
注
入
し
、
地
中
内
空
詞
（
地
中
内
ホ
ー

ル
）
内
を
満
た
す
、
地
下
水
等
に
溶
解
し
た
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
は
、
岩
石
中
の
炭

酸
塩
類
や
ケ
イ
酸
塩
類
と
反
応
し
、
重
炭
酸
イ
オ
ン
と
な
る
。
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）

を
溶
解
し
た
地
下
水
が
中
和
さ
れ
、
中
性
近
く
な
る
と
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
に
な
り
、
地
下

に
固
定
さ
れ
る
。
こ
れ
が
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
等
内
を
埋
め
、
こ
れ
ら
で
こ

の
場
所
に
於
け
る
地
震
の
根
源
を
断
ち
切
り
、
根
絶
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
（
付
図
Ⅵ
） 

此
の
時
、
地
球
上
の
有
害
の
Ｃ
Ｏ
２
（
火
力
発
電
所
で
石
炭
を
燃
し
た
際
に
発
生
す
る
排

ガ
ス
か
ら
分
離
し
た
も
の
な
ど
）
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
時
に
地
球
上
の
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る 
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付
図
（
Ⅵ
） 
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(
Ⅳ)

 

日
本
列
島
の
火
山
噴
火
と
直
下
型
地
震
の
原
因
及
予
知
と
根
絶 

１ 

日
本
列
島
の
火
山
噴
火
と
直
下
型
地
震
の
特
徴 

 
日
本
は
昔
か
ら
火
山
と
地
震
の
国
と
い
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
こ
れ
ら
の
災
害
に

見
舞
わ
れ
、
そ
の
都
度
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。 

 

こ
の
南
北
に
連
な
る
日
本
列
島
に
は
、
縦
に
火
山
帯
と
地
震
帯
が
重
複
し
て
走
っ
て
お

り
、
（
付
図
Ⅷ
、
Ⅹ
）
こ
れ
は
火
山
帯
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
と
地
震
帯
地
中

内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
等
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
火
山
と
地

震
は
（
共
に
地
中
に
起
る
）
お
互
い
に
深
い
関
係
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ

と
は
ま
さ
に
そ
こ
で
の
実
証
の
よ
う
で
あ
り
、
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
等
帯
の

多
く
は
こ
れ
ら
の
大
、
中
、
小
の
空
洞
が
上
下
動
や
横
揺
れ
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
小

さ
な
地
震
動
で
も
地
表
に
於
い
て
震
幅
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

現
実
に
火
山
の
噴
火
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
地
中
に
一
定
量
の
マ
グ
マ
を
た
め
る
大

き
さ
の
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
地
中
内
空
洞
（
地

中
内
ホ
ー
ル
）
が
既
存
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
よ
っ
て
地
中
内
空
洞
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
故
に
火
山
帯
の
地
中
に
は
数
多
く
の
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り 
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と
な
る
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
が
存
在
し
、
同
様
に
地
震
帯
の
地
中
に
も
同
じ

よ
う
に
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
等
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
地
中

内
空
洞
が
日
本
の
火
山
の
噴
火
を
起
し
、
地
震
、
特
に
直
下
型
地
震
を
発
生
さ
せ
た
主
な

原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

直
下
型
地
震
の
特
徴
と
し
て
は
、
先
ず
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
等
の
崩
壊
落

下
等
に
よ
り
落
下
さ
れ
た
下
部
等
の
マ
ン
ト
ル
地
盤
が
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
バ
ウ
ン

ド
し
て
震
源
地
で
上
下
動
し
、
震
源
地
よ
り
遠
ざ
か
る
に
従
っ
て
震
源
地
で
上
下
動
し
た

表
面
地
盤
に
引
っ
張
ら
れ
た
り
押
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
に
左
右
に
震
動
し
、
左
右
の
マ
ン

ト
ル
地
盤
に
バ
ウ
ン
ド
し
て
い
わ
ゆ
る
横
揺
れ
と
な
る
と
考
え
ら
れ
、
単
に
横
か
ら
一
方

的
に
押
さ
れ
た
だ
け
で
は
往
復
の
横
揺
れ
は
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
（
付
図
Ⅳ
） 

 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
い
ず
れ
も
世
界
に
起
る
地
震
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
多
い

と
考
え
ら
れ
る
。 
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２ 

日
本
列
島
の
火
山
噴
火
の
（
理
由
）
原
因 

火
山
噴
火
の
要
件
は
、
地
下
の 

（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）
に
一
定
量
の
高

温
の
（
マ
グ
マ
）
が
あ
り
、
そ
れ
が
水
蒸
気
爆
発
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
の
火
山
帯

に
多
数
の
大
中
小
の 

（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）
が
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通

り
で
あ
る
が
、
こ
の
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）
に
噴
火
に
必
要
な
（
マ
グ
マ
）

が
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
た
か
を
考
え
る
と 

(１) 

先
ず
、
も
と
も
と
地
中
内
に
あ
っ
た
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）
に
可
燃
性

物
質
（
天
然
ガ
ス
）
と
空
気
中
の
酸
素
な
ど
と
が
通
じ
、
発
火
し
、
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り

（
地
中
内
空
洞
）
の
中
が
製
鉄
所
の
溶
鉱
炉
内
の
よ
う
に
超
高
温
に
な
り
、
（
マ
グ
マ
）

だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）
内
の
周
囲
の
マ
ン
ト
ル
の
岩
石
な
ど
を
溶
か
し
、
そ
こ
に
地
下

水
な
ど
の
水
を
得
て
水
蒸
気
爆
発
を
起
し
、
火
山
噴
火
し
（
マ
グ
マ
）
の
流
出
な
ど
発
生

さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。 

(２) 

で
は
こ
の
可
燃
物
質
（
天
然
ガ
ス
等
）
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か
と
考
え
る
と
日
本
列
島
に

は
も
と
も
と
か
ら
地
下
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
た
相
当
量
の
天
然
ガ
ス
や
可
燃
性
物
質
が
あ
り
、

こ
の
天
然
ガ
ス
が
か
ね
て
か
ら
地
中
に
あ
っ
た
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
に
空
気
（
酸
素
）
と
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共
に
通
じ
、
発
火
し
、
（
マ
グ
マ
）
を
発
生
さ
せ
、
そ
こ
に
水
と
接
し
て
水
蒸
気
爆
発
を

起
し
、
火
山
噴
火
し
（
マ
グ
マ
）
の
流
出
な
ど
発
生
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
日
本
列
島
の
地
中
埋
蔵
天
然
ガ
ス
な
ど
は
火
山
噴
火
な
ど
に
よ
り
、
費
消
さ
れ
、
殆
ん

ど
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。 

(３) 

今
、
北
海
道
の
北
方
の
ロ
シ
ア
共
和
国
サ
ハ
リ
ン
に
は
石
油
や
十
七
兆
立
方
フ
イ
ー
ト

と
い
わ
れ
る
天
然
ガ
ス
の
埋
蔵
が
確
認
さ
れ
、
採
掘
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
又
南

は
尖
閣
諸
島
沖
で
も
天
然
ガ
ス
の
採
掘
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
も
と
も
と

は
こ
の
サ
ハ
リ
ン
か
ら
日
本
列
島
を
経
て
尖
閣
諸
島
に
至
る
ラ
イ
ン
は
天
然
ガ
ス
な
ど
の

可
燃
性
物
質
の
埋
蔵
豊
富
な
地
帯
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
右
記
よ
う
に
火
山
噴
火
の
た

め
費
消
さ
れ
、
天
然
ガ
ス
な
ど
無
産
出
の
国
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
か
つ
て

は
可
燃
性
物
質
の
天
然
ガ
ス
や
石
油
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
わ
ず
か
な
印
と
し
て
新

潟
県
の
新
津
市
の
近
く
で
江
戸
時
代
か
ら
石
油
が
掘
ら
れ
て
お
り
、
「
石
油
の
世
界
館
」

が
あ
る
ほ
ど
で
あ
り
又
日
本
は
昔
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
当
時
の
代
表
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
で
あ
っ
た
石
炭
を
輸
出
し
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
付
図
Ⅶ
） 
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付
図(

Ⅶ)
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３ 

日
本
列
島
の
火
山
噴
火
の
根
絶 

(１) 

活
火
山
の
根
絶 

 
活
火
山
の
噴
火
口
真
上
位
置
よ
り
所
定
の
距
離
（
目
安
は
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位
）
の
離

れ
た
場
所
の
地
中
内
部
へ
所
定
の
断
面
で(

目
安
は
直
径
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
）
所

定
の
深
さ
ま
で
（
目
安
は
深
さ
千
メ
ー
ト
ル
以
上
）
の
竪
穴
を
地
球
中
心
に
向
か
っ
て
垂

直
に
穿
孔
し
、
更
に
そ
の
最
下
部
よ
り
水
平
に
火
山
の
火
口
真
下
あ
た
り
ま
で
穿
孔
さ
き

を
伸
ば
し
（
シ
エ
ー
ル
ガ
ス
・
オ
イ
ル
採
取
方
式
）
そ
の
最
先
端
に
接
続
す
る
地
盤
か
ら

の
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
で
の
（
マ
グ
マ
）
や
可
燃
ガ
ス
や
地
下
水
な
ど
の
測
定
器
を
設
置

し
、
そ
れ
ら
か
ら
得
ら
れ
た
複
数
の
穿
孔
部
か
ら
の
全
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
火
山
噴
火
の

時
期
・
規
模
等
を
知
り
、
活
火
山
を
特
定
し
前
項
の
活
火
山
根
絶
方
法
と
同
じ
工
事
方
法

で
行
い
、
活
火
山
の
噴
火
を
根
絶
す
る
。 

 

即
ち
活
火
山
の
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
と
な
っ
て
い
る
周
辺
の
地
表
付
近
の
地
中
の
こ
の

活
火
山
の
火
力
源
と
な
っ
て
い
る
天
然
ガ
ス
な
ど
の
通
路
に
パ
イ
プ
を
差
し
込
み
こ
れ
ら

の
天
然
ガ
ス
な
ど
を
抜
き
去
る
か
、
こ
れ
ら
の
天
然
ガ
ス
な
ど
の
通
路
に
地
下
水
と
Ｃ
Ｏ

２
（
二
酸
化
炭
素
）
の
混
合
液
を
注
入
し
、
地
中
に
固
定
さ
せ
天
然
ガ
ス
な
ど
を
止
め
る
。
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以
上
の
作
業
の
上 

活
火
山
の
（
マ
グ
マ
）
及
び
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
の
沈
静
を
確
認
し
、 

 

次
に
活
火
山
の
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
に
直
接
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
、
パ
イ
プ
を
差
込
み
、

土
砂
又
は
地
下
水
等
と
Ｃ
Ｏ
２
混
合
液
を
注
入
し
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
を
埋
め
（
マ
グ
マ
）

だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）
の
内
部
を
固
形
化
し
、
活
火
山
を
根
絶
す
る
。
（
付
図
Ⅱ
） 

(２) 

休
火
山
ほ
か
の
根
絶 

 

先
ず
休
火
山
ほ
か
を
特
定
し
前
項
の
休
火
山
の
根
絶
方
法
と
同
じ
工
法
を
行
い
、
休
火

山
他
の
根
絶
を
す
る
。 

 

即
ち
休
火
山
の
、
所
在
を
確
認
し
た
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
に
直
接
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
、

パ
イ
プ
を
差
込
み
、
土
砂
又
は
地
下
水
等
と
Ｃ
Ｏ
２
混
合
液
を
注
入
し
（
マ
グ
マ
）
だ
ま

り
を
埋
め
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）
の
内
部
を
固
形
化
し
、
休
火
山
を
根
絶

す
る
。
（
付
図
Ⅱ
） 

４ 

日
本
列
島
の
火
山
噴
火
の
予
知 

(１) 

活
火
山
噴
火
の
予
知 

 

先
ず
活
火
山
を
特
定
し
、
前
項
の
活
火
山
の
予
知
と
同
じ
工
法
に
よ
り
活
火
山
噴
火
の

予
知
を
す
る
。
即
ち
活
火
山
の
マ
グ
マ
だ
ま
り
周
辺
に
直
接
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
、
パ
イ
プ
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を
差
込
み
（
マ
グ
マ
）
や
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
の
状
況
や
動
き
を
遠
隔
操
作
カ
メ
ラ
か
、

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
て
探
り
活
火
山
噴
火
の
予
知
を
す
る
。 

(２) 
火
山
噴
火
の
予
防 

 

火
山
の
噴
火
口
真
上
位
置
よ
り
所
定
の
距
離
（
目
安
は
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位
）
の
離
れ

た
場
所
の
地
中
内
部
へ
所
定
の
断
面
で
（
目
安
は
直
径
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
）
所

定
の
深
さ
ま
で
（
目
安
は
深
さ
千
メ
ー
ト
ル
以
上
）
の
竪
穴
を
地
球
中
心
に
向
か
っ
て
垂

直
に
穿
孔
し
、
更
に
そ
の
最
下
部
よ
り
水
平
に
火
山
の
火
口
真
下
あ
た
り
ま
で
穿
孔
さ
き

を
伸
ば
し
（
シ
エ
ー
ル
ガ
ス
・
オ
イ
ル
採
取
方
式
）
そ
の
最
先
端
に
接
続
す
る
地
盤
か
ら

の
マ
グ
マ
だ
ま
り
で
の
マ
グ
マ
や
可
燃
ガ
ス
や
地
下
水
な
ど
の
測
定
器
を
設
置
し
、
そ
れ

ら
か
ら
得
ら
れ
た
複
数
の
穿
孔
部
か
ら
の
全
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
火
山
噴
火
の
時
期
・
規

模
等
を
知
り
、
確
実
な
火
山
噴
火
の
予
防
を
行
う
。 

(３) 

休
火
山
の
調
査 

 

先
ず
休
火
山
ほ
か
を
特
定
し
、
前
項
の
休
火
山
の
予
知
と
同
じ
工
法
に
よ
り
休
火
山
の

調
査
を
す
る
。 

 

即
ち
休
火
山
の
、
所
在
を
確
認
し
た
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）
内
に
直
接
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ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
、
パ
イ
プ
を
差
込
み
（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り
（
地
中
内
空
洞
）
内
な
ど
の

状
況
や
動
き
を
遠
隔
操
作
カ
メ
ラ
か
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
て
詳
細
を
調
査
し
予
知
す
る
。 
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付
図(

Ⅷ)
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５ 

日
本
列
島
の
直
下
型
地
震
の
（
理
由
）
原
因 

南
北
に
連
な
る
日
本
列
島
に
は
縦
に
火
山
帯
と
地
震
帯
が
重
複
し
て
走
っ
て
お
り
、
火
山

帯
の
地
中
下
部
に
は 

（
マ
グ
マ
）
だ
ま
り 

と
な
る
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）

等
が
存
在
し
、
地
震
帯
の
地
中
下
部
に
も
同
じ
よ
う
に
大
中
小
の
無
数
の
地
中
内
空
洞

（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
直
下
型
地
震
の
原
因
と
な
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
き
な
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
が
崩
壊
す
れ
ば
、
大
地

震
と
な
る
こ
と
は
必
定
で
あ
り
、
千
九
百
二
十
三
年
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の
関
東

大
震
災
や
、
一
九
九
五
年
一
月
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
二
の
阪
神
大
震
災
も
そ
し
て
二

千
八
年
六
月
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
〇
地
表
に
表
れ
た
陥
没
の
深
さ
は
百
五
十
メ
ー
ト

ル
、
五
十
階
建
ビ
ル
相
当
高
さ
分
）
の
岩
手
宮
城
地
震
も
、
或
い
は
遠
い
中
国
四
川
省
の

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
以
上
と
い
わ
れ
る
地
震
も
何
れ
も
内
陸
の
浅
い
と
こ
ろ
に
生
じ
た
直

下
型
地
震
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
発
生
と
共
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
が
日
本
に
大
被
害
を

も
た
ら
す
地
震
の
大
部
分
は
こ
の
種
の
直
下
型
地
震
で
あ
り
、
地
下
十
数
キ
ロ
メ
ー
タ
ー

以
上
の
深
部
地
震
や
太
平
洋
や
日
本
海
の
遠
い
と
こ
ろ
の
地
震
は
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
地

表
に
あ
ま
り
影
響
を
与
え
な
い
と
い
わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
直
下
型
地
震
を
防
げ
ば
日
本
の
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大
部
分
の
地
震
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。 

 

震
源
地
よ
り
直
線
距
離
で
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
体
験
し
た
一
九
九
五
年
一
月
の

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
二
の
阪
神
大
震
災
時
に
は
、
地
震
動
の
前
に
ド
ー
ン
と
い
う
大
き

な
物
体
が
落
下
し
た
時
の
よ
う
な
体
の
根
底
に
響
く
重
い
音
が
あ
っ
て
か
ら
ガ
タ
ガ
タ
ッ

と
縦
揺
れ
が
あ
り
次
第
に
大
き
な
横
揺
れ
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

ち
な
み
に
、
大
地
震
で
何
回
も
の
大
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
、
米
国
随
一
の
地
震
州

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
も
地
表
か
ら
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
殻
で
し
か
地
震
は
起
き

て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

６ 

日
本
列
島
の
直
下
型
地
震
の
根
絶 

 

日
本
の
直
下
型
地
震
の
根
源
と
な
る
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
等
の
場
所
を
確

認
し
、
前
記
と
同
様
な
工
法
で
直
下
型
地
震
を
根
絶
す
る
。 

 

即
ち
直
下
型
地
震
の
原
因
と
な
る
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
の
位
置
・
形
状
等

を
確
認
し
て
そ
の
中
に
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
、
パ
イ
プ
を
差
し
入
れ
、
そ
の
地
中
内
空
洞

（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
内
に
土
砂
ま
た
は
地
下
水
等
と
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
の
混
合
液

を
注
入
し
、
地
中
内
空
洞
内
を
埋
め
内
部
を
固
形
化
し
こ
れ
で
こ
の
場
所
に
於
け
る
地
震
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の
根
源
を
断
ち
切
り
、
直
下
型
地
震
を
根
絶
す
る
。
（
付
図
Ⅵ
） 

７ 

日
本
列
島
の
直
下
型
地
震
の
予
知 

(１) 
日
本
の
直
下
型
地
震
の
根
源
と
な
る
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
等
の
場
所
を
確

認
し
、
前
記
と
同
様
の
工
法
で
予
知
す
る
。 

即
ち
直
下
型
地
震
の
原
因
と
な
る
地
中
内
空
洞
（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
等
の
位
置
・
形
状
等

を
確
認
し
て
そ
の
中
に
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
、
パ
イ
プ
を
差
し
人
れ
、
そ
の
地
中
内
空
洞

（
地
中
内
ホ
ー
ル
）
等
の
内
外
の
状
況
を
遠
隔
操
作
カ
メ
ラ
か
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ

て
的
確
な
予
知
を
す
る
。 

(２) 

日
本
全
国
の
山
岳
部
を
除
い
た
陸
地
平
野
部
の
所
定
面
積
（
目
安
は
四
百
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
内
位
）
の
敷
地
内
の
地
中
内
に
各
一
本
の
割
合
で
所
定
の
断
面
で
（
目
安
は
直

径
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
）
所
定
の
深
さ
ま
で
の
（
目
安
は
深
さ
千
メ
ー
ト
ル
以
上

位
）
竪
穴
を
地
球
中
心
に
向
か
っ
て
垂
直
に
穿
孔
し
、
そ
の
最
下
部
部
分
の
岩
盤
に
接
す

る
部
分
に
密
着
等
さ
せ
て
、
地
磁
気
や
地
電
流
の
変
化
や
接
続
す
る
岩
盤
の
動
き
や
そ
の

全
外
周
か
ら
の
近
く
や
遠
く
か
ら
の
、
地
震
の
原
因
で
あ
る
地
中
の
岩
盤
や
岩
層
が
壊
れ

始
め
破
壊
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
を
音
な
ど
の
強
弱
や
方
向
、
距
離
な
ど
の
観
測
測
定
計
器
、
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地
震
計
、
地
磁
気
や
地
電
流
測
定
器
な
ど
を
設
置
し
、
そ
れ
ら
を
備
え
た
複
数
の
各
穿
孔

竪
穴
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
得
ら
れ
る
陸
の
地
中
内
部
や
及
び
近
海
底
下
地
中
内
部
よ
り

の
全
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
地
震
源
の
位
置
、
規
模
、
時
期
、
等
を
割
り
出
し
、
確
実
な
地

震
予
知
を
お
こ
な
う
。
（
付
図
Ⅴ
） 

 

な
お
、
地
震
予
知
用
の
竪
穿
孔
概
本
数
は
日
本
の
全
面
積
の
平
地
部
を
約
四
百
本
で
日

本
全
国
を
カ
バ
ー
出
来
、
こ
れ
ら
の
完
成
に
よ
り
日
本
の
地
震
予
知
を
完
全
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
。 

８ 

日
本
列
島
の
直
下
型
地
震
の
予
防
（
耐
震
対
策
） 

 

直
下
型
地
震
の
震
源
地
の
上
下
動
で
地
盤
（
地
表
）
が
引
っ
ぱ
ら
れ
た
り
、
押
さ
れ
た

り
し
て
起
こ
る
地
震
は
、
震
源
地
よ
り
少
し
は
な
れ
た
と
こ
ろ
の
建
物
な
ど
の
周
囲
に
少

し
深
い
溝
な
ど
を
掘
っ
て
お
く
と
地
盤
（
地
表
）
が
引
っ
ば
ら
れ
た
り
、
押
さ
れ
た
り
し

た
と
き
そ
の
溝
で
引
っ
ぱ
る
力
や
押
さ
れ
る
力
が
途
切
れ
る
か
ら
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
ま
た
こ
の
溝
は
水
路
と
し
て
非
常
時
の
用
水
に
も
な
り
、
建
物
の
団
地
や
大

規
模
建
築
物
周
囲
な
ど
に
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

地
震
に
強
い
と
い
わ
れ
て
い
る
昔
の
城
は
周
囲
に
深
い
堀
を
掘
っ
て
あ
る
の
で
、
直
下



48 

 

型
地
震
の
震
源
地
の
上
下
動
の
影
響
で
地
盤
（
地
表
）
が
引
っ
ぱ
ら
れ
た
り
し
て
起
こ
る

地
震
に
よ
る
横
ユ
レ
の
力
が
こ
の
堀
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
る
の
で
、
城
や
石
垣
な
ど
の
被

害
が
少
な
く
て
す
む
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
地
震
の
と
き
の
地
盤
（
地
表
）
の
ヒ
ビ
割
れ
は
、
土
と
か
岩
石
は
塑
性
で
あ
る

か
ら
引
っ
ぱ
ら
れ
た
時
に
出
来
た
も
の
で
あ
り
、
断
層
と
は
ち
が
う
も
の
で
あ
る
。 
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付
図
（
Ⅸ
） 
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付
図
（
Ⅹ
） 
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(Ⅴ) 

終
わ
り
に 

 
世
界
に
は
地
震
（
火
山
の
噴
火
）
が
全
く
な
い
国
も
あ
り
ま
す
が
地
震
国
も
又
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
、
日
本
に
於
い
て
は
将
来
必
ず
大
地
震
が
起
こ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
そ
の
確
率

は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
そ
し
て
地
震
が
起
き
れ
ば
、
大
災
害
が
発
生
し
、
被
害
者
は

我
々
で
な
い
と
い
う
保
証
は
な
い
の
で
す
。
地
震
の
解
明
、
解
決
は
誰
の
た
め
で
も
な
い
、

結
局
我
々
自
身
の
切
実
な
問
題
な
の
で
す
。 

 

地
震
や
火
山
の
確
実
な
予
知
、
根
絶
の
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
世
界
に
貢
献
し
一
つ
で
も

二
つ
で
も
確
実
に
可
能
な
方
法
で
地
震
及
び
火
山
噴
火
を
な
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

い
つ
襲
わ
れ
る
か
の
恐
怖
に
お
び
え
続
け
る
こ
と
が
な
く
て
す
む
日
の
一
日
も
早
か
ら
ん
こ

と
を
世
界
が
見
つ
め
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
記
述
の
こ
と
は
大
自
然
か
ら
教
示
さ
れ
た
成
果
で
あ
り
、
い
ま
ま
で
い
ろ
い
ろ
な

形
で
発
表
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
さ
き
に
発
刊
し
た
著
作
物
「
人
・
夢
・
未
来
」 

の
別
冊
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
新
鮮
な
力
す
ぐ
れ
た
パ
ワ
ー
で
よ
り
大
き
く
発

展
さ
せ
て
、
必
ず
世
界
の
地
震
や
火
山
の
噴
火
を
解
決
さ
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

二
〇
一
七
年
十
二
月 

神
戸
に
て
筆
者 










